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                                    ABSTRA,CT

  Postembryonic  Develepinent  ef  the  Common  Myriapoda  ef  Japan, XXI,  A  New  Genus

  of  the  Farnily OniscodesTnidae  and  a  New  Specics ef  thc  Genus  Arth,androdesnttt.s <Cry-

  ptodiesmidae), Y. MuRAKAMI  (Oshima Chugakko,  Niihama City, Ehime  Pref.) Zool,

  Mag,  75  : 30-33  (196ff)
  1. Dimorphodesmus,  gen.  nov.  Related  to Eucondylodesntus  and  K},lindbgaster but  is

  distinguished frorn thcse  gcnera  by  the  number  ef  body  segments,  the shape  of  tuberc}es

  on  the  metatergites,  and  in having  a  modificatlon  on  the  anal  segment  of  the  adult  male.

  In number  of  bedy  segments  it is near  Doratodesmas (Jeeke], 1955) but differs in that

  the  metatergites  are  without  mid-dorsal  processes, Body  composed  of  t9 segments  in the

  male  ancl  20 in the female. The  segments  with  low and  rounded  tuberc]es,  which  are

  arranged  ln 2 series  on  each  of  most  nietatcrgites.  In the  adult  male  thc  posterior mar-

  gin of  the ana]  segment  is modified  in a  peak-shape. The  structure  of  male  genopeds

  are  cleaT.  Telopodit  distad of  prefemur  is broadened and  larnellate, the femur  with  a

  process on  the  dis{al side,  and  tibiotarsus  with  some  acute  precesses, Typc  species:

  Dim,orphedesmtts  peculiaris, sp.  nov.  Dimorphodesmus  pecutiaris  sp.  nov.  General  color

  pale brown,  the  antcnnae  whitish.  Lcngth  about  47nnt  in male,  5tntn  in fcmale, Head

  and  antennae  are  very  similar  to those  ef  Ett.condytodesmtts. Collum  is subtrapezoid,

  narrower  than  thc  nex:  segmcnt,  the  uppeT  iTregularly granulate, and  lateral angle  areas

  censpicueus]y  tuberculate.  The  $econd  tergite  is fiattend and  narrow  at  the  middle

  dorsum,  with  threc  series  of  tubercles  laterally. The  keels are  greatl>r enlarged  and

  with  4 large, unequal  scutellated  tubercles,  Third  and  feurth keels are  simple  and

  antcrlor  margin  serrulated.  The  succeeding  keels are  moderate]y  enlarged,  but the

  penult  keels aTe  conspicuously  reduccd  in adult  male,  All keels svith  a  incision on  each

  of  the  posteTior margin,  and  lateral ends  of  typical  kee]s indislinct]y 2-lobed. Repugu-

  natorial  pores open  on  the  cenrral  tubercles  of  the  keels of  segments  5, 7, 9, 10, l2, 13

  and  15-IS /C19  in female). Anal  tergite  of  female is triangular  and  with  tubercles,  In

  adult  male  it is steep  dome-shaped, smooth  and  with  a  post-marginal L-shaped  peak  in,

  The  peak  ls as  ILIustrated in figures 1 and  2. Gonopods  as  figured (Fig. !, I-K)･, The

  femeral  process  shows  some  minute  individual variations  in length and  shape,  and  semi-

  nal  groove rvns  in the  base of  thc  proccss. Hototype:  16  (4.2mm in Length);  AIIot>,pe:

  19  (5.0tnnt in Length);  Other specSmens  7$,  12 ?. All the  types  collectcd  by the

  author.  Type  locality: Oshima, Niihama,  Ehime  Pref.  Through  May  1964. 0ther  record:

  Kinsha, Iyo-Mishima,  Ehime  Pref. May  17, 1963. Types  arc  preserved  in the  author's

  cotlection.  2, Archandrodesmus  kumametensis,  sp.  nov.  This  species  is distingui-

  shed  from  the  related  il, jaPanicus by the  details  of  the  male  gonopods,  Co!our in 1{fe

  cinnabar-red.  Length about  5mm  in male,  5.5nmt  in female. Somatic characters  are  as

  clescribed fer A,  1'aPonicu-s, but without  nodules  of  tarsal  setae  on  the  last tyyo pa{rs of

  legs. Mare  gonopod  is small,  granulated, with  two  prefemoral  branches, a  Ieaf-shaped

  tibiotaTsus  and  a  ligulate branch. Flgure 3 shows  a  differenl view  of  the  ]eft gonopod.

  Holotype:  18  (5mrn in Length)1  Allot)'pe 19  (about 5,5ntm  in Length). 7 other  speci-
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mens ．　 AII　 types 　arc 　 collected 　by　the 　author ．　 Type 　locaHty ： The 　 remins 　of 　Kumamoto

Castlc，　Kumamoto 　Pref．，　Aug ．10，1964．　 Types 　 are 　preserved　in　 the 　autho ジ s　 collcctien ．

（Received 　 September 　 28
，
1965）

　1．　Dimorphodesmus ，　 gen ．　 nov ．（Onlscodesmi−

dae ）

　体節数は 雄が 19
， 雌 が 20。第2 側庇 は 大形 で 下

方 へ 向 っ て 大 い に 発達す る。第 3，4 ｛則鷹は 小形，

雄で は 更に 肛門節の す ぐ前 に あ る 第 18 側庇が特別

に 小 さ レ  多 くの 側庇は 後縁 に 】個 の 明瞭な切れ こ

み を もち，更 に 側 縁 に も ご く小 さ い 1 凹 入 が あ る。

頸板及 び 各後環節 上 に 低 い 山 形の 瘤隆起を も ち，多

くの 後環節 ヒで は 2横列を な す。臭 孔 は 第 5， 7，9，

10．12，13及 び 15− 18 （雌 で は こ の 上 第 19） に あ

り，各側庇 の 背面 上 に 開 く。 肛門節 は 雌 雄 で 形が違

h ，雌 が 正 常 な 円 錐 形 で あ る の に 対 し て ，成 体雄 で

は 変形 し て 第 2 次性徴 を現 わ す。 生殖技 の 腿節 と 脛

鮒節 とは 閉瞭 に 区別 され，どちらも．扁平杓子状 に ふ

く らみ，腿節 末 端 に 鈍 い 1 突起 と脛附節末端 及 び 側

縁 に 鋭尖 な 2，3 の 突起があ る。

　現在 日 本 の Oniscodesmidae （タ メ トモ ヤ ス デ 科）

の もの と し て は Kylindegaster （Vcrhoeff ，
1939）と

Eucondytodesmu．s （三 好，1956） の 2 属 が 知 られ て

い る 。 今 こ こ に 記載 し よ うとす る 新属 が それ ら 2 属

及び近縁 の 別属 とは 全 く別 の 範疇 に 入 る もの で あ る

こ とは 次 の 理 由に よ る 。 即 ち 先ず本新属 を Eft・con −

dytodes・mus と比 較すれ ば，体節数が 性 に よ っ て 異

な る 点及 び 雄 の 肛門節 と生 殖 肢 の 形状 更 に 瘤隆 起

の 形 と 並 び 方等い ずれ の 点 も相違し て い る 。 ま た

Kyltlndogasterと」七較すれ ば ，こ の 属 が 雄 不 明 の ま

ま 雌 の み に て 記載 され た もの と は 言 え，そ の 雌 の 体

策数が 19 で あ る点 と瘤隆 起の 庄り方で 相違す る も

の で あ る 。 し た が っ て 奉新 属が 日 本産既 知 2 属 とは

別 の もの で あ る こ とが 明 らか で あ る が，次 に こ れ を

三 好 （1956）が Eucond）
・godesuuesの 記載に あ た つ

て と りあ げ た諸属 を含 め て，広 く Oniscodesmidae

（タ メ ト モ ヤ ス デ亜科）の もの に つ い て 比 較す る必 要

が あ ろ う。Attems （］940）に よ る こ の 亜 科 に 所属 す

る明確な属 は KYindogaster を除 き 8属があ り，

そ れ ら諸 属 の 体 節数，後 環節 の 瘤 の あ り方或は 側庇

や生殖肢 の 形状 は い ず れ も本新属 とは 違 っ て い る 。

就 中，体 節 数 に つ い て は Attems （1940〕 に よ る

限 りで は こ の 亜科 で 雄 が 19，雌 が 20 と 言う の は

本新属 の み が もつ 特徴とみ られ る の で あ る 。 と こ ろ

が，東 南 ア ジ ア に 分布 す る Doratodes 〃 tus が実は

本新属 と同 じ体節数をも っ て い る こ と をオ ラ ン ダ の

Jeekel（】955）が明 らか に し た。彼 は Java 各地 の

個体を調べ て，D ．　 t‘rtnat “ s の 体節数が 雄 19，雌

20で あ る こ と を確 め か つ 同種 の 雄 の 生 殖肢 の 詳細な

形状 を記録 し，同時 に ChambeTlin （1945） の 記載

し た　HoPlite5・mus 　enoplus が D ．　 armattts と シ

ノ ニ ム で あ る こ と を指 摘 し た 。 またその こ とが，

Pocock 　の 原記載 の 不明確 さ と共 に Atterns （1940）

の 記 述 が Sumatra 崖 種 （typc は Java産 ） に よ っ

た こ とに 起因す る こ と を説明 し て い る 。 さ て こ の

Doratodesmrts　K ＋X 後 環節背 中 上 に 大 角 状 隆 起 を も

ち，一
般 に 体長 は 工Omnt 以上 で あ っ て ，生殖肢 は

端 肢 が甚だ短 い 。 D ・属 と本新属 とは 体節 に お い て

は 一致 し て い る が ， 他 の 特徴に っ い て は 全 く相違し

て い るの で あ る。 次 に 注 目 ナベ きア ジア 産 3 属

1）o 厂‘itedes
〃
mics ，　KJ，lindegaste厂 及 び Ettcendb・IOdes−

」nlts に 対 す る本新属 の 特徴 を列記す る。

　 L　体節数が雌雄 に よ っ て 異 な り，雄が 19，雌が

20 で あ る。

　 2．　 成体雄の 肛門節が顕著に 変形す る。

　 3・ 後環節 に は 角状 突 起 な く，低 い 山形 の 瘤 隆 起

が多 くの 後環節 で 2 横列を なす 。

　4・ 雄 の 生殖 肢 の 前腿節 を除 く端 肢 がふ く らみ を

もっ て 扁平状 で あ る 。

　 属模式種 ： Dintor♪hedesmttsPectttiai’is
，
　 sp 』 QV ・

　 Dimorplmdesmus 　 Peculiaris，　 sp ・nov ・（ヒ ラ オ

ヤ ス デ ）

　 雄 ： 体長約 4　tn ・nz ，体節数 19．歩肢 28 対

　雌 ； 体 長約 5 〃 lfn，体節数 20，歩 肢 31 対

体色淡褐色 。 頸 板は 体幅 よ り幅 が 狭 く，前縁 の 方 が

後縁 よ り少 し長 い 台 形で ，大小 不明瞭 な凹凸で お お

わ れ ，前縁両隅角及 び そ の 周囲に 顕 著な 瘤 峰起が あ

る 。 第 2体節 の 後環節 は 背 部が 水平 に 近 く，中央で

幅 が狭 ま り， 瘤隆起は 背部 を さけ て体 側に よ り3 横

列 を な す 。 側 距 は 真直ぐ下 方 へ 向 ・
っ て の び る と共 に

前方 へ も張 り出 し て 大 形，そ の 表 面 は 凹 溝 に よ っ て

不 同 の 4− 5 の 大形楯状隆 起 とな る。 第 3 及び第 4

N 工工
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　　　　　　　 第 1 図 ヒ ラ す ヤ ス デ Dimo ！
’phodest）iu ．s　pecu／iari・ ・p ．　n ・ v，

A ・訪 5体 節 　B
・ 第 9 後 縣 　q 雄 の 後 方 3 鰤 　D 雌 の 尾 （背面 ） H 洞 （腹 面）

E雌 の 尾 　 F瀬 部及 糎 鰍 ，第 2後 環 節 を 前 方 」 み る 　 　 G ，第 9体節の 後 方断 面
1−K

， 雄 の 右 生 殖 肢

倶1亅庇は 小 形で 単純 に 尖 り，前縁が微細な 鋸歯状 をな

し ，後縁 に は 1個 の 切 れ こ み を ミ
ニ

つ
。 第 5 以

．．
ドの 各

側 庇 は 下 方 へ 同 っ て よ く発 達 し，後縁 に 1 催 の 切 れ

こ み をもつ ほ か に ，側縁 中央 に 極 く小 さ い 1凹入 あ

り。雄 で は 第 18 側 琵 が 特 別 に 小 彫。 臭孔 は 小 円彩

で ，そ れ が あ る 側 庇 の 背 面 ほぼ 中央 の 瘤 上 に 開 くが，

後方 2 側庇 で は 位置が後縁 に 迂 しq と こ ろへ移動 し て

い る。肛門節は 雌 が 円錐 形で そ の 背部 に 瘤隆起 を ｛，

っ の に 対 して ，雄 で は 若干 の 微刺 毛 が あ る だけ で 平

滑 か つ 急傾 斜 の ドーム 状 で ， しか も後 縁 が 第 1 医

C ，D
，　 H 及び第 2 図写真 に 示 す よ うな 広 くて薄 い

水平板状縁と な り，恰 も野球帽子 の ひ さ し に 似 た 形

状 を な す 。 末 端 の 疣 は そ の 板状縁 の 腹面中央 に 位 置

す る 。 触角及び歩 肢 の 形状は E’ttcondjiiodeh ’
mtis の

そ れ に よ く似 て b る。

　生殖 肢 は 基 節短大 ， 外 側前方 に 微刺毛 が 生え る。

前腿節 は 艮卵形 で 短刺 毛 と 微刺毛 が 密 生 ナ る。腿 難

は 適当な 長 さ と幅 を も っ た扁平杓 子状 に ふ くらみ，

無毛 で 末端 に 鼻状突起を もつ
。 こ の 突起 ｝よ個 体 に よ

つ て 大 さ さ，形 に 変異がみ られ る 。 脛鮒節 部は 腿節

部 と の境 で 幅 が 狭 くな り，そ こ か ら再 び扁 平itl　r・状
に ふ く らん で ，先 端が 尖 鋭 な 突起 と な り， 外側縁 に

も 2 本 の 尖鋭 な 小 突起 をもつ 。 精管 は腿節末端 の 鼻

状突起 の も とに 終 っ て い る 、

　Holetype 二 4・2innt の 雄，　 AIIotype ：5．Ovnin の

雌 。他に フ♂， 12♀及び幼生若干 。産地 ： 愛媛 県新居

浜 訂 大 島町八 幡神袿境 内 （模式産地），土964 年 5月
一

6 月 。 及び 同 県伊 予 三 島市金砂 町 の 杉林，1963年5

月 17 目。著者採集保存。

　2．　〆L厂chandrode ．sntrt．g　kiitnainotensis，　sp ．　 nov ．

〔ク マ モ トオ オ ギ ヤ ス デ ）

　東京部二
’
f一玉 J［1産 の オ オ ギ ヤ ス デ，A ・知ρρ ノZ’α ’∫

MlyeSl （三 娠 1957） に 甚だ よ く似 て い る が，生殖

肢 の 形状の 違い で 区別 で き る。

　体長雄 が 約 5・o ・nnt
， 脚 ζ約 5．5nitn

。 生 時 の 体

色 は 朱紅色。 A ・　．iaponicttsで は 最後 の 歩肢 と最後

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　　　　第 2 図 　ヒ ラ オ ヤ ス デ Di ” iO 「pimdE’smus 　Pecediaris　SP ’1コov ’
L

・ 雌 （左 ）と 雄 （宥 ）　　M ，体 を 捲 い た 姓（こ の 姿 勢 が Oniscodesmidac の 特 徴 ）
N ，0 ，雄 の 尾 端変形 を 示 す。

第 3 図 　ク マ モ ｝オ オ キ ヤ ス デ ArclinndrO．

　　desmus た〜〃 〃 α〃〜0 肋 ぎ’∫ sp ．　 nov ．

　　　　　　 雄 の 左 生 殖 肢

か ら 2 番 目の 歩 肢 の 脛節末端 に あ る 長剛毛 が瘤状隆

起 の 上 に あ る の に 対 し て ，本 新 種 で は そ の 隆 起 か は

っ き りし な い （セ イ ロ ン 島 に み られ る もの の 中に は

こ の 隆起 が あ る 種 と無 い 種 と が あ る ）。生 殖 肢 は 甚

た 小 形 。前 腿 節 に は 大 小 2 つ の 突 起 が あ り、大 突 起

は 中 央 て 直亢 し て ，幅 広 く，扁平状，末 端部 の 縁 が

外 方 へ 曲 っ て 張 りだ し，表 面 に は 小 顆 粒 が 密 生 す る 。

・
」
・突 起 の 方 は 大 きい 突起 に 沿 ・

） て 半 円 形 に 曲 っ た 腕

状。端笈 は 適当な幅 の あ る 長葉状 で ，精管 は そ の 背

中に 1吾 っ て 縦走 し，先端 に 開 く。 端 肢 の 基部 に あ る

小 突起は 小 顆粒 の 多い 舌状 形 。

　Heiotypc ’
佑 長 5　 rnnl の 雄 r

　 Allotype　： 約 5．5

i）！〃 1 の 雌 。 産地 ： 熊本県熊本城 址，1964 年 8 月 10

He　 2♂，5♀及 び 幼 生 皆干 ，著者 採 集 保 存。
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